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Research about positive emotion words and their effects were almost discussed in English words， 

However， for ]apanese people， positive emotion words in ]apanese and their effects is insufficient to 

be argued. Therefore， the purposes of this paper is to: (1) classify positive emotion worcl by extracting 

the worcls in ]apanese ancl (2) measure the changes arousecl by positive emotion qualitatively. Nineteen 

stuclents participated in the interview about positive emotions experiences. Type III of quantification 

methocl ancl cluster analysis were used to analyse participants' answer after being classified into 

categories. As a result， positive affect worcls are classifiecl into three clusters ancl exhibited c1ifference 

in the feature. 1n adclition， results which analysecl by qualitative methocls also lend support to many 

prior researches on the function of positive emotion. Furthermore， the meaning of this stucly is 

provicling a preliminary stucly to examine general positive emotions experience basecl on qualitative 

data about the occurrence factors ancl image. 
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はじめに

ポジティブ感情研:~lの多くが Freclrickson (1998) 

の提 IJ，W，した拡張-形成理論 (broaclen-ancl嶋built

theory) に基づいておこなわれている(UJ IIJ奇，

2006)。拡張-:;f5)真理論とは ポジテイブ感情を経

験することによって，ポジテイブ感情が思考一行動

のレパートリーや注意のIllffiの拡張をもたらし，その

拡張が心身的健}奈，円滑な対人関係といった他人資

源の形成が導かれる。そして，形成された個人資源

によって人々との変化や成長が生じ，再びポジテイ

ブ感情を 11臭起させるという立の螺旋的な変化

(upward spiral) が生じるという理論である。ポジ

テイブ感情に関する理論が乏しいなかで拡張-形成

〕里論という新たな理論が提唱されたことにより，ポ

ジテイブ感情によって生じる変化を理論的に説明す

ることが可能となった。その結果，ポジテイブ感情

を研究対象とするlIJf究が増加していき，近年ではポ
ジティブ感情が持つ様々な機能がi明らかになってい

る(山 IlJ奇， 2006)。しかし，ポジテイブ!惑情を研究

するにあたって，その基礎となるポジテイブ感情の

分類やポジテイブ感情の機能に関するli3f究では下記

のような問題が存在する。

ポジティブ感情の分類について

ポジティブ感情を1iJf究する際に使用頻度が高い質

問紙として Positiveancl Negative Affect Scheclule 

(Watson， Clark， & Tellegen， 1988:以下 PANAS)が

ある。 p必~AS は，ネガティブ感情とポジティブ感

情をそれぞれ，簡易に使用できるため質問紙研究だ

けでなく実験研牟究でも用いられている。また，ポジ

ティブとネガティブをそれぞれ両端に取る Visual
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Analog SCale (以ド VAS) を)FJいてiFF:1Eすることは，
PANASを汗jし1るよりも簡易であるため，実験1iJf究

でFFJし3られることが多い。

また' 全骨般支的な!感惑剖，情|

つカか、{作/1乍iド1リ!成瓦されている o 1例ダ碍1えば' 全般的な感情につい
てより詳細に分類する尺度として多 IÚÎ 的感情;lJUi~尺

度 (N:III(;f'J手本-古賀， 1992)が挙け、られる。寺111奇

他(1992)では， !惑がjを Ijill替安・不安J.1倦怠J.1-::)1: 

活動I'J<JHU，1集中J. 1-敵意J. 1活動的快J. 11&手IIJ.
の 8つに分類してし、る。また，落合 (1993)

では， 1喜び・楽しさJ.1充実感 退問!卓上「羨担上

「くやしさ・怒りJ1焦操!惑J.I孤独!誌上「抜労l惑J.
「せつなさJ. 1安1者!惑Jの9つに分類している。
ただし， PANASや VASを使用することによって

liJpj'tは行ないやすくなる均三，その J5I而ポジティブ!~

怖とネガテイブ!~'I'ì号とをよヒ較すること，ポシティブ

感情停のJillいは検討することができない(IJIIIli>i， 

2(06)。しかし， '[;!; 111奇， J:1!lILI (2000) は i悲しみj

の感情を誘導した後に， I喜びjか「リラックスj
に感情誘導すると呉なる効果が表れることを示して

おり ~fi. び条件は悲しみの不快感情をリラックス条

件よりも緩和し 1)ラックス条件は喜び条件よりも

悲しみによって上昇した心拍を下げる効果があるこ

とを明らかにしている。さらに， De Dreu， Baas， & 

Nijstad (2008) は， I J)ラ yクス」よりも「害?びJ
のような j舌I~l: したポジテイフ1惑情が創造性といった

認知iにi影響することを指;商している。この結果は，

ポジテイブ感情を詐キIIIに区別することに十分な意義

カfあることをえミしている。

しかし，これまで全般的な感'I~f についての分担は

行なわれているがー どのjiJI究においてもどの感情が

ポジテイブ!(去I'Mであるかは|明らかにされていない。

そのため， I二記のjミ!支を)1い、てポジテイブ感情をiHlJ

定する1151にはjiJ¥究者の主観的判¥'JJrによって区日りされ

ているのが現;1:)じである (U1111~f ， 2(06)。また， この

ように全般的な!@;'I'i!fを扱って分類することにより，

感情の分1裂が大まかになってしまうためにポジテイ
ブ!惑'l'Mを詳細に分類することができないと考えられ

る。 さら(にこ!感i惑怠i七情7?古!i1付オ木木Zζ斗白!験l
わらすず~. (Rミ¥ussell& Bar江山n印占モett，1999引)， ポジテイブとネ

ガティブの一次元で、感情を評定することは， 1iJ1究結

果が一致しない一つの ~Itl になると推察される。

また，感情体験には文化差がみられることが指摘

されているカ¥(Diener， Diener， & Diener， 1995; TSai， 

Knutson， & Fung， 20(6)，本邦で(土地文化の尺!支を

制訳し使用するケースが多く.必ずしも本'):11におけ

る!asfM体!肢を iHlJ定できるとは言えない(有光，
20(2)。例えば， Griskevicius， Shiota， & Neufeld 

(2010)はポジティブ感情の lつとして， 1畏敬

(awe) Jを挙げているが，武藤 (2014) によると日
本人は「畏詩文jという感情誌をネガテイブにJZえる
ことが示されている。このように感情話を邦訳した

尺度を使用することで，必ずしもその文化や言語に

沿った!法'陪体験をお4えることができるとは|浪らな
し、。

以上のことから，本邦においてととのような感情J;討

をポジティブ感情としてみなすかを明らかにして，

その上ーで、*111分化する必安があると考えられる。

ホ。ジティブ感'請の機能について

認知や思考，注意の拡張に及ぼす影響 ポジテイ

ブ感情が認夕、1]，思考 1主意といったl育報処理!過程に
ついて与える}}{;~fMi として， Fredrickson & Branigan 

(2005) は「喜び (joy)Jやけiij足 (contentment)J 
といったポジティブ!惑情と統制!惑情， 1恐怖 (fear)J 
や「怒り (anger)Jといったネガティブ感情に誘導
した後に，思考や行動のレパートリーを測定する

Twenty Statements Task (Kuhn & McPartland， 

1954) を行なっている。その結果，ポジティブ感情

に誘導した群は，統flilJ感情やネガテイブ感情に誘j草

した群に比べ行動レパートリーが多く，ポジティブ

感情によって思考や行動のレパートリーが増加する

ことがl開らかにされた。このような結果は，ポジ

ティブ感情によって認知の111誌が広がι多様な忠考
や行動を考えやすくなったためであると考えられ

る。ポジテイブ感情には行動レパートリーを増加す

る一方で，ネガテイブ感情に誘導された群は行動レ

パートリーが減少することが示されている

(Fredrickson & Branigan， 2(05)。また，ポジテイブ

!as'I'i守によって主主意のIIJ高がjよがり 全体的に捉えるよ

うになるが， ネガテイブ!惑'1育は注意:のIIJliiを挟め，局

所的に捉えやすくなる事が示されている

(Freadrickson & Branigan， 2005; Basso， She百t，Ris， 

& Dember， 1996) 0 Fredrickson (1998) は，このよ

うなポジティブ感情とネガテイブ感情の機能差につ

いて，ネガテイブ感情は危I;~から逃げるまたは lfïjl う

という特定の行動を導きやすくするために行動の1jJff¥

を狭める機能を有しているが，それとは対照的にポ

ジテイブ感情には危険がなく安全であることを知ら

せることで思考や行動の帽を広げる機能を有してい

ると説明している。

個人資源形成に与える影響 精神的健療に関わる

個人資源については， Fredrickson， 1ugade， Waugh， 

& Larkin (2003)はポジテイブ感情によってレジリ

エンスの)j三成が促進され，ストレス反応が緩和され

ることを縦断i切な調査によって明らかにしている。
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また， Forgas， Bower， & Moylan (1990)は，課題成

績に対してポジテイブにフィードバックすること

で，その後の失敗体l投や成功体験を楽1m的に帰属す
ることを示しており，ポジティブ感情が楽観性の形

成を促すことを支持している。このようなレジリエ

ンスや楽観性といった倒人資源だけでなく，ポジ

テイフJ感情によってナチュラル・キラー細胞が増加

したり (Valdimarsdottir，& Bovbjerg， 1997; 

Matsunaga， Isowa， Kimura， Miyakoshi， Kanayama， 

Murakami， Sato， Konagaya， Nogimori， Fukuyama， 

Shinoda， Yamada， & Ohira， 2008)，禁煙や薬物使rFJ

頻度が減少する (Zinser，Baker， Sherman， & 

Cannon， 1992)なと¥ポジテイブ感情が身体的な健

康度を高めることが示されている。さらに，普段か

らポジテイブ!芸情を!誌じていると，主観的な健康度

も高いことカ'ii明らかとなっている (Pettit，Kline， 

Gencoz， & Joiner， 2001)。このような変化がポジ

テイブ感情によってもたらされることによって，免

疫の機能の向!こ (Lefcourt，Davidson-Katz， & 

Kuenemen， 1990) や寿命が延びること (Danner，

Snowdon， & Friesen， 2001)にも繋がると推察され

る。

学習能力などの知的能力については，ポジティブ

感情によって短H寺 11~J で実験課題を学習することがで

きることが明らかとなっている (Bryan& Bryan， 

1991)。また， ポジテイブブ、!感謀剖.情|

;高手奇可まる (Hirt， Dever臼s，& McCr児-モea，2008剖) なとどご-;ポ戸

ジテイブブ守!感忍剖，情l
の7形!伝三}成戎をf促;足2進すると考えられる。

対人関係やサポート資源については，ポジテイブ

感情によって{患者への援助行動(Isen，1970)や，

外向性が高くなり (Lucas& Baird， 2004)，笑顔に

なる (Ekman，1992) ことも指摘されているため，

ポジティブ感情を感じることで対人関係が円J骨にな
り，その結果サポート資源が豊富になることが予想

される。

well由beingへの影響 拡張-形成理論では，ポジ

テイブ感情によって生じる行動のIllffiの広がりや，対

人関係や精神的健康の高まりによって， welトbeing

や幸福感といったポジテイブ感情が生じるという螺

旋的変化を想定しているが，これはポジテイフ1、理

学が I~I 指している最終目標であると考えることがで

きる(島井， 2006)。これまで，ポジテイブ感情が

well-beingに与える影響について検討した研究とし

て， (Stein， Folkman， Trabasso， & Richards， 1997) 

が挙げられる。 Steinet a1. (1997)は，喪失体験を

した人を対象に縦断調査を行なった結果，ポジテイ

ブ感情を感じることで，その後の人生の自標を立て

ることができ 1最終的には well-beingが高まること

を明らかにしている。また，右1].造的な発想がポジ

テイブ感情を生じさせたり (Chermahini& 

Hommel， 2012)， レジリコ二ンスカ\31~)~えされることで

人生満足度が上昇ーする (Cohn，Fredrickson， Brown， 

Mikels， & Conway， 20(9)など，ポジテイブ感情に

よって生じる fJ1:張や形Jïえが新たに -;l~ ジテイブ感情を

生じさせることを実証するliJI究が近年行なわれてい

る。

本研究の目的

このようにポジティブ!怠惰に関する株々な機能が

明らかになっているものの，多くのiiJf究がi孜米中心

に行なわれている(iJJ11J奇， 2006) 0 iJJ111奇 (2006)は，

ポジテイブ感情体験は文化によって異なるために，

本邦でも同様の変化が生じるかについての検討は十

分になされていないことを指摘している。また，文

化によってポジテイブ感情体験が異なるのであれ

ば，これまでに検討されていない本邦独自の変化も

存在する可能性があるが，その点につて検討した研

究は筆者が知る rUQりでは行なわれていない。

このように. ポジティブ!惑{育付司会の日iうどとしては

(1)本邦におけるポジテイブ感情訪を調査し，詳

細に検討した1iJf究が乏しいこと， (2) ポジティブ

感情によって生じる変化にIVljする調査が行なわれて

いないという問題点がある。

そのため，本研究では(1 )日本人がどのような

感情をポジティブ感情とみなすかを尋ね，本手1)にお

けるポジテイブ感情誌を抽出し分類すること，

( 2 )ポジティブ感情によって生じる変化を質/'/守に

捉えることを目的とした。

なお，研究手法として，ポジティブ感情は特定の

行動と結びつきにくいこと (Fredrickson，1998)， 

ポジティブ感情はネガティプ感情に比べ分化しにく

いこと(JJJIII奇， 2006)を踏まえると守質1/一lJ紙法より

もこれまでの体験を振り返りながら回答することが

できる面接法が最適で、あると考えられる。そのため

本研究では半構造化面接を実施した。また，ポジ

ティブ感情の生起要因や生起頻度や，ポジティブ感

情に対するイメージを質問することで，本JI~におけ

るポジティブ感情体験に関する包括的な調査を行

なった。

方法

調査協力者

大学生19~1 (男性10名，女性9名:平均年齢

23，68歳，SD = 1.67) 
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実施時期

2014年5月に実施した。

質問項目

t)、Tの通りの質問項目にJえづいて面接を行ない，
j自 :@:~rn)乏して質問を行なった。

( 1) Iどのような感情をポジティブ感情だと思う
かJ. (2) IどのようなH寺にポジティブ感情を感じ

るかJ. (3) I ポジティブ'!~情を!惑じるとどのよう

な変イヒカ勺準じられるかJ. (4) Iポジテイブ感情を
感じて上手LくいったことについてJ. (5) 1ポジティ

ブ感情を感じて上手くいかなったことについてJ.

( 6) I一週間を振り返って， どれくらいポジティブ
感情を感じる機会があったかJ. (7) Iポジティブ
感情を!感じることについてどう思うかJ. (8) I而
接を振り返って， ポジテイフブ守!\惑惑京剖4情|打?育号はどのような!~惑R引.1

だだ、と!思忍う カか、づJの計計-8)項去l自ヨ O

結果と考察

面接調査によって“ポジティブ感情語"について

169項目ポジテイブ感情生起要|主J"について140

J}[ l~l. ..ポジテイブ感情による変化"について 290Jl~1

1~1 .“ポジテイブ感情のイメージ"について78項目

の計677J耳目 jlilll lJ~，された。 ITIJ 答項 l~l 数の多さから，

Table 1 

3[iilに分けて問答項目の分析を行った。

ポジティブ感情語の分類

ポジテイブ感情誌の分類については，筆者と心理

学を専門とした大学を卒業した社会人 l名でKJ1去
を援用し分析を行なった (Table1)。その結果から

作成されたカテゴリに基づき，数量化E類と Ward

J去によるクラスタ分析を実施した。クラスタ数を
2-5まで設定したが W{:釈可能性から 3クラスタを

設定した。 以上の結果を Figure1にまとめた。

まず，第 1クラスタは，身体より心理的反応が強

いポジティブ感情が含まれており，心理的な変化を

もたらしやすいと考えられたため， I心理的反応優
位なポジテイブ!惑情Jと名付けた。例えば，宮崎
:):111 LL! (2000) は， I喜びJと「リラックスjが「悲
しみJを解消する効果について， I喜びjが「リラッ
クスjに比べ主観的な[悲しみJを解消することを
示しているように，第一クラスタに含まれる感情は

他のクラスタに比べて主観的な感情の評定において

決と評定されやすい特徴をもっていると考えられ

る。また，第 lクラスタには幸福感が含まれている

ことから，第 1クラスタに含まれている感情は，他

のクラスタの感情に比べて well-beingを向上させや

すいという特徴をもっていると推察される。

ポジテイブ!~'I言語の分類

大カテゴJ) 問答割合(%) ノj、ヵテゴJ) 具体的Jl~Iヨ例 回答数

楽しさ 13.61 
楽しし三 *しくなる 18 

fin I~] さ 日IIIさjしミ 5 

安J%I岳 13.02 
癒される リラックスしている 12 

務ち若き 議ち若いている 10 

!感謝 12.04 
うれしさ 践しくなる 17 

!謀議j ありがとうという気持ち 4 

好奇'L、 10.65 
っ、さ、一っ、さ、ー うきうきした 10 

わくオっく jっくわくする 9 

有fjE!82 9.47 
達成感 頭張った 9 

Igl信 自信がある 7 

爽!ヲミ![芸 8.88 
さわやかさ すっきりした 8 

心地よさ 気持ちがいい 7 

高揚!惑 7.69 
τ!ï:さ了~l~ヴ 気分が高まる 8 

ドキドキ ドキドキした 5 

安心感 6.51 
安定感 安定している 7 

被受容!さ やさしい 4 

幸福感 6.51 幸せ 幸せな・幸福な 11 

喜び 5.92 喜び 喜んでいる 10 

好意 4.73 
茨望 あこがれ 5 

愛情 好き 3 
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Figure 1 妻女:lT111二 lEj誤とクラスタう汁lí' をJlJ いたポジテイブ!(i[; '1育 511 のうナ~j~

それに対して，第 2クラスタについては，心理よ

り身体的反応が強いポジテイブ感情が含まれている

ため， 1身体的反応{愛位なポジテイブ感情jと名付
けた。第2クラスタに含まれた感情は身体的な変化

をもたらしやすいと考えられる。例えば， Witvliet 

& Vrana (1995)では「喜びjに比べて 11)ラックス」

によって心拍数を下がることがi明らかにされてお

り，宮lli奇.Jllllll (2000) においても「リラックスj

が「喜び」に比べて， 1悲しみ」によって上昇した
心拍数を下げることが示されているように，快と評

定するよりも心拍数といった身体反応に変化を及ぼ

しやすいポジティブ感情であると考えられる。

第3クラスタは， 1好意」のみが含まれている。
「好意」はある対象について評価することによって

生じる感情と考えられ 「評価的ポジティブ感情J
と名イ寸けた。評価13']ポジテイブ!到育が他のクラスタ

に含まれずに独立した理由として，心理的反応や身

体的反応のどちらかに変化を及ぼしやすいといった

特徴がないことが挙げられる。これまで「好意Jを
感情誘導し心身反応との関連を検討した研究は少な

い。ただし， Griskevicius et al. (2010)が扱った「愛

着的愛情 (attachmentlove) Jは子犬が遊んでいる

映像によって感情誘導を行なっており，その映像に

よって引き起こされる感情は「好意」に近い感情で

あると考えられる。そのため，今後は「愛着的愛情

(attachment love) Jゃ「好意」の相違の検討ーや， 感

情誘導によってどのような心身反応が生じるか測定

することが望まれる。

このようにポジテイフブ企!感芸惑'1情|

クラス夕f毎耳手-の4特手f徴設をjj足2えることカがfでで、きた O 特特1に， 1感
謝jや「高揚感」といった感情は，寺IIJ奇他(1992)

や落合(1993) といった大規模な調査によっても l明

らかにされていなし」今回そのような感情誌がtI1!i:U

されたのは，面接調査によって様々な感情体験を想

起させたことと， !~'I宵全般ではなくポジテイブ感情

と限定したことによるものである考えられる。しか

しポジティブ感情諾は 3つのクラスタ数にしか分

かれず¥寺崎他(1992) と同等の分類数となった。

その理由としては，ポジティブ感情は分化されにく

いために，カテゴリも分化しにくいことが考えられ
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Table 2 
ポジティブ!惑1'([によって!j:-じる変化の分知

)(カテゴJ) lúlt~訓合 ('Yo) ノトカテゴリ 具体的項目例 D~II 答数

動機づ‘け 褒められるとやる気カ'"ruる 40 

ノfフォーマンスのliJJL 1:-手くいくようになる 35 

行動的変化 35.67 コミュニケーションのiJl進 会;iiTが日iFむ 23 

1:[他(I'J行!町j 十111--[こ優しくなれる 13 

笑顔になる 12 

tJ~Ullの扶ポ Ji，:Jりが見えなくなる 41 

i，2.0:11的変化 29.31 
Î'j'íi~(ド-) ~i立味づけ 干し、11寺を掠り返り、)(1'[版ったと思える 21 

;J1~ !I拍 来iuHi<Jに物事を考える 16 

tnu1r-の拡大 ~うところに 1] を向けてみる 7 

1'1竹111的健康 子じ気lこなれる 21 

!恐怖 そのままでいたいと思う 21 

*計十1¥1的変化 23.10 気分のお弘 1もち若いている 12 

心JW_(i')jill復 失l!文しでも IITI復が早い 9 

，CJ:IJI(I')安定 決ち若く!惑じ 4 

!UII! 的変化 5_17 
1主将1'. 心!肢がドキドキする 8 

久:I'l'fl- 心'11~1数が F がる 7 

| 精神的健康 l 
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Figure 2 数fii:イヒm1;r~とクラスタ分析をJlJ し、た ;j~ シティフゼ感情による変化の分類

る。そのため，今後はカテゴリに分類することでポ

ジティフ"!~ 'Iilj Hlí の特 i~立を捉えるのではなく!京|脊詰

i手の特徴を捉えていく必要があると思われる。
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ポジティブ感情の機能

ポジテイブ感情の機能ついては，筆者と心理学を

専門とした大学院生 2~1 で K] 法を援用し分析した

('lable 2)。その結果から作成されたカテゴ 1)に恭

づき，数量化盟類と Ward1.去によるクラスタ分析を

実施した。なお，大カテゴリが4つしか分かれな

かったために，小カテゴリを分析に)I'Jいた。クラス

タ数を 3-6まで設定し解釈可能性から 4クラス

タを選択した。 以上の結果を Figurモ2にまとめた。

第 1クラスタは，動機づけや肯定気的意味づけな

ど認知を変えることで、行動に変化が生じることが共

通していると考えられたため「動機づけJ，第 2ク

ラスタは，気分の高揚や活性といった感情の高まり

や，元気になるといった心型的回復などから「活性

化J.第3クラスタは， コミュニケーションの促進

や，愛他的態度など行動回での変化や，視野の拡張

といった注意の広がりから i行動の拡張J，最後に
第4クラスタは，楽観的思考によって安静ーや精神的

佐藤がもたらされると考えられ f*[特1111'1'-]健康j と名
付けた。

第 Iクラスタの動機づけについては，五irtet 

al. (2008)がポジテイブ感情によって動機づけが高

まることをl明らかにしているが，同クラスタ内の肯

定的意味づけがポジテイブ感情によって生じること

はこれまでの研究で明らかになっていない。つま

か肯定的意味づけは今回の調査で新たに明らかと

なったポジティブ感情の機能であると考えられる。

さらに，他文化では見られず本邦において生じる機

能であると推察することもできる。そのため，他文

化でもポジティブ感情と肯定的意味づけが関連する

か検討したり，ポジティブ感情によって肯定的意味

Table 3 

づけが生起するかについて量的に検討することが望

まれる。

第2クラスタについては，笑顔になるといった感

情の表出 (Ekman，1992).心理的IITl復 (Fredrickson

et al.， 2003)なと¥これまでの他文化でも明らかに

された変化が今回の調査でも明らかとなった。ま

た，活性や気分の高揚とi司じクラスタ内に!琵i育の表
出や心理1.I~l<] IITl復が含まれていることから. I可じポジ

テイブ!感情であっても気分が高揚したj古性!支が高い

ポジティフ1惑情が生じた|療に感情の表出や心理的!互!

?夏が促進されると推察された。

第3クラスタについて，心理的安定や感情体験の

維持のようにポジティブ!感情を制H守する{動き
(Wegner & Petty， 1994). コミュニケーションの促

進や愛他的行動(Isen，1970; Lucas & Baird， 2004). 

視[bJ:f'の拡張 (Fredrickson& Branigan， 2005). ノf

フォーマンスの向上 (Bryan& Bryan， 1991) など

これまでの研究で明らかにされてきた機能を質的に

もJ定えることが出来た。しかし.これまでに明らか

にされてない変化は含まれていなかった。

第4クラスタについては，楽観的認知 (Forgaset 

al.， 1990) や安静 (Fredrickson& Branigan， 2005; 

Griskevicius et a1.， 2010).精神的健康 (Pettitet al.， 

2001)などの変イとを質的にj定えることが出来た。し

かし，第 4クラスタには視野の狭窄といった，ポジ

ティブ感情によって不適応な行動が導かれることが

明らかとなった。この点について，感情は適応l約な

行動を生じされる感情であるが (Darwin，1872). 

過剰にネガティブ感情が喚起されると不適応な行動

が生じるように，ポジティブ感情も過剰に喚起され

ると不適応な行動が生じると考えられる。第3クラ

ポジティフ1感情生起要因の分類

大カテゴJ)

対人

娯楽

達成

高揚

j明智子

IEl答割合(%)

40.04 

36.03 

26.13 

13.51 

9.9] 

ノトカテゴJ)

共有

祝福

月友ヲ乃-=戸三干

受容

共!惑

休息

趣r~ミ

遊び

成功

1守itJjy

τI百ケJ1士忽豆1 

新i床

希望

具体的項目例 1m答数

周りとi司じことをやっているとき 20 

祝ってもらえた 11寺 9 

落ち着く人といるIl寺 7 

周りに認めて貰った!I寺 5 

j寄りの人にも良いことがあったとき 4 

ゆっくりとやすめるとき 15 

自分の好きなことをやっているとき 15 

ゲームで遊んだIl寺 10 

成功したIl寺 20 

頑張っていたことが一段落した時 9 

うれしいことがあったとき 15 

{可か新しいことをしてし、るIl寺 6 

13襟が出来た11寺 5 
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スタには対照的な視野の拡張が含まれていることか

ら，通常はポジティブ!~'I育を!惑じることで視野の拡

張が生じるが，過剰にポジテイブ!~'I育を!~じること

は視野の狭窄を導くと推察される。しかし，このよ

うにポジティブ感情は必ずしも肯定的な側部だけで

なく，否定的な側面があることは重要な知見である

と考えられ，否定IYJな担IJ[苅に関する{リf究を行なうこ

とで， より包;舌!'l<-)にポジテイブ感情の機能を捉える

ことが出来ると考えられるため， さらなるliH究が行
なjつれることが441まれる。

ポジティブ感情生起要因の分類

ポジテイブ、感'I'ì~生起要因については，ポジテイブ

感情の機能の分類と同様の 3:7=1で K]{去をJ差別し分
析した Oable3)。その結果、「対人」、「娯楽J， I達
成JI高揚J.IH)j待jの5つの大カテゴリに分類さ
れた。なかでも，対人J1吉田よってポジテイブ感情が

生起することが多いことが示された。ポジティブ感

情の機能として，対人関係がP=Ji骨になることが予想

されるが (Lucas& Baird， 2004)，本1iJf究の結果を

踏まえるとポジテイブ感情によって関係が!斗滑にな

り，円滑になった対人関イ系のなかで剥fたにポジテイ

ブ感情が生じるといった循環が考えられる。そし

て， このような iJI~環こそが拡民一形成翌日論における

段階的な変化であると考えられる。

ポジティブ感情のイメージ

ポジティブ!~'I'~Íのイメージについては，筆者と心

理学を専門とする大学院生 1名とでK])去を援用し

分析した (Table4)。その結果， I肯定的手!e1illiJ. I保
持欲求J1-1']動の活性化JI均衡の重要性JI多様
性JI社会性J r否定的Jの7つの大カテゴリに分

'lable 4 

類された。

ポジテイブ感情のイメージについては，肯定的な

評価の割合が一番多く，ポジティブ感情は肯定的に

評価されやすい感情であることが示された。大カテ

ゴリの保持欲求や行動の活性化は，一度生じたポジ

ティブ感情を維持しようとしたり，ポジテイブ感情

を千!}び感じたい， より充実感を感じたいと考えるこ

とを反映していると考えられる。ただし，ポジテイ

ブ感情には肯定的な側面だけでなく.否定的な側面

もあるために.均衡の重姿性や否定的といったイ

メージカfあることカ汁珂らかになった。また，ポジ

テイブ感lr与に対して多様性や社会的に生じるといっ
イメージをも持っていることは ポジテイブ感情話

の多さや，ポジティフー感情生起場面で、対人関係の項

目の割合が最も高かったことを反映していると考え

られる。

ポジティブ感情の生起頻度

ポジティブ!~情を!感じる頻!支について，平均値と

襟i判長i差を算出した。ポジテイ 7''!~'1吉生g頻度は調

査協力者によって Oから10001豆!という非常にIIJ高のあ

る回答が得られ，その平均は61.92，標準偏差は

227.04であった。ポジティブ感'1育の生起頻度につい

ては，調査対象者によって非常に分散が大きいこと

が明らかとなった。このような結果になった理由と

しては，調査対象者が少ないことが一因として考え

られ，データとしてのWi:釈は難しいと思われる。
ただし ~Jt張 :Jj三]JX理論のTi3!ヲEにおいては，従来

通りに感情を測定する際に過去一週間を振り返った

感情状態を測定するよりも，感情生起頻度を測定す

ることが理論の実証に繋がる研究が行なえると考え

られる。なぜなら，拡張-形成理論ではポジティブ

ポジテイブ!Ii~;-j'ì\fのイメージの分類

大カテゴリ !日!答jlflJ合(%) 小カテゴJ) 具体的項目例 1m答数
iJj定的 jミし、と }~t う 22 

I'f5t.I'J'JH、Hi¥li 35.44 必要 必要だと思う 3 

11:可 l 人生に色を添える 3 

仇:持欲求 18.99 
持~:充欲求 ずっと感じていたい 9 

~l二起欲求 感じないより.感じる方が良い 6 

1J子力のilitl:1ヒ 4.48 
動機づけ 次の行動に繋がる 10 

充実感 あればあるほど充実感につながる 3 

均衡の主要伯 10.12 
}JIJIJな 感じていたいけど，度が過ぎるとよくない 5 

調布! ネガテイブ感'!i1ýカまあるからポジテイブ!~'!育カfある 。つ
多十長It 6.33 多様性 感情 5 

社会IYJ 7.54 社会i'1¥J 人との!日1に生じる 6 

否定的 5.06 否定的 必ずしも良い側Uiiばかりじゃない 4 
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感情を感じることで¥思考や行動の拡張や，個人資

源の JI~Jおそれによって welトbeing の向上が生じる

と仮定しているために，ポジティ7"1誌惇jの生起頻度

が高い人ほどwel1-beingが高いと考えられるからで

ある。そのため，拡張-形成理論のii3F究にあたって

は，ポジティフ、感情の生起頻度に着目した研究が行

なわれる必要がある。しかし ]JL在の質問紙法では

感情生起頻度については十分に検討することはでき

ず，これまでもポジティブ感情の生起頻度に着目し

たiiJfj'Eは非常に乏しし'0そのため， この1iJ!究は調査

対象者が乏しく，他の尺度との関連を検討していな

いものの，ポジティブ感情の生起頻度に着目した数

少ないii3F究であると考えられる。

本研究の課題

本研究の諜題として，調査協力者数が乏しいこと

と調査対象者が大学生に限られていることが挙げら

れる。本研究の結果が十分な一般性を持っていると

は考えにくいために，今後は調査人数を増やして分

析を行なうことで本研究の結果がどこまで一般性を

持っているかを示していくことが重要である。具体

的な研究法としては，密接調査だけでなく，本研究

と同様の質問項自で質問紙を作成して調査を実施す

ることが望まれる。その際には，大学生のみならず

対象者のl隔をより広げることが必要である。また，

対象者の11Jmを広げることにより.ポジテイブ感情体

!段の発達過程について検討することが可能となる。
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